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６
月
定
例
会

臨
時
会・請
願
審
査

議
決
結
果

委
員
会
報
告・議
会
活
動

一 

般
質
問

臨時会
５月２０日の１日間の日程で開催。
同意１件 ・ 報告１件 ・ 承認２件 ・ 議案２件が提案
され、審議の結果承認 ・ 可決した。

令和7年第2回5/20
（火）

２０２６年度政府予算、地方財政の検討にあたり、「地方財政の充実 ・ 強化を求める
意見書」提出を求める。（自治労筑前町職員労働組合）

請願審査
第1号

意見書採択　（全会一致）
国の関係機関へ意見書を提出総務建設常任委員会に審査を付託

報告第１号
令和６年度筑前町下水道事業会計予算の繰越について
地方公営企業法第26条第３項の規定により、雨水出水浸水想定区域図作成及び
雨水管理方針策定業務2970万円のうち1364万円の繰越しを報告するもの。

（
主
な
改
正
点
）

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

・ 

個
人
住
民
税
の
所
得
控
除
に
お
い
て
、特
定
親
族

特
別
控
除
の
創
設

・ 

原
動
機
付
自
転
車
の
う
ち
二
輪
の
も
の
で
、総
排

気
量
が
１
２
５
ｃｃ
以
下
か
つ
最
高
出
力
が
4.0
キ

ロ
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
を
新
設
し
、年
額
２
０
０

０
円
と
す
る

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

・ 

加
熱
式
た
ば
こ
に
係
る
市
町
村
た
ば
こ
税
の
標

準
特
例
規
定
を
新
設

◎
筑
前
町
税
条
例
の 

一 

部
改
正

（
改
正
の
内
容
）

　
保
育
内
容
支
援
と
代
替
保
育
の
提
供
に
つ
い
て
、

連
携
施
設
の
確
保
が
著
し
く
困
難
で
、連
携
協
力
者

が
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
町
が
認
め

た
場
合
は
、保
育
内
容
支
援
と
代
替
保
育
の
提
供
に

係
る
連
携
施
設
の
確
保
を
求
め
な
い
措
置
を
設
け
る

も
の
。

（
主
な
改
正
点
）

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

・ 

基
礎
課
税
額
分
の
課
税
限
度
額
を
現
行「
６５
万

円
」か
ら「
６６
万
円
」へ
、後
期
高
齢
者
支
援
金
分

課
税
限
度
額
を
現
行「
２４
万
円
」か
ら「
２６
万
円
」

へ
改
正
し
、改
正
な
し
の
介
護
分
と
合
わ
せ
、全

体
で
賦
課
限
度
額
が「
１
０
６
万
円
」か
ら「
１
０

９
万
円
」と
な
る

・ 

５
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定
の

基
準
額
を「
２９
万
５
０
０
０
円
」か
ら「
３０
万
５
０

０
０
円
」へ
改
正

・ 

２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽
減
判
定
の

基
準
額
を「
５４
万
５
０
０
０
円
」か
ら「
５６
万
円
」

へ
改
正

◎
筑
前
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の 

一 

部
改
正

◎
筑
前
町
特
定
教
育 ・ 

保
育
施
設
及
び
特
定
地

域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の 

一 

部
を
改
正

◎
筑
前
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の 

一 

部
を
改

正

●選挙管理委員会（委員）

●監査委員（再任）
ふる やま しゅう じ

古山　修治 氏

まえ いち の ふ く みみやだ

くら ち のり しま むら ひさ おこ

よし のり

前田　義徳 氏　　一ノ宮　富久美 氏
倉地　典子 氏　　島村　久雄 氏

●選挙管理委員会（補充員）
かみ おか まつ こあきもと

くわ の よし いわした ゆ み こゆき

ひろ み

神本　浩美 氏　　岡松　明子 氏
桑野　泰行 氏　　岩下　裕見子 氏

人事の紹介

6月定例会
6月６日から13日の8日間の日程で開催。報告２件 ・ 同意１件 ・ 議案１３件 ・ 
発議1件が提案され、審議の結果、原案のとおり可決した。

令和７年度　一般会計予算（第1号）
８億３８９４万円を増額

補正後の予算総額 ：１６１憶５３９３万円

石丸  時次郎  議長

予算増 の 主なもの

９９００万円
定額減税不足額給付支援事業

１０００万円
交通安全施設整備事業

カーブミラー等整備費の増

定額減税給付額等の増

１８３３万円
学童保育事業

１２１６万円
特定教育 ・ 保育施設等給付事務

町内保育所等へ給食費の支援

中牟田小学校学童保育所新築工事の増

２３８０万円
道路新設改良事業

１６４２万円
河川維持管理業務

河川の浚渫等の維持工事費

町道４路線の舗装 ・ 改良工事

７１３３万円
スポーツ施設等維持管理業務

三輪小学校グラウンド照明のLED化

３３６３万円
消防施設維持管理業務

７９６３万円
防災備蓄品管理業務

防災備品（パーテーション、発電機等）の購入

消防団 ・ 第２分団ポンプ車の更新など

新人事の紹介

◆副町長
いわ した さだ のり

岩下  定徳  氏
第２次筑前町総合計画後期基本計画を可決
令和７年から令和１１年の町の将来像や町づくりの理念を定めた基本計画（案）が
提案され可決された。

条例の制定 ・ 改正（主なもの）
・ 筑前町体育施設設置条例の一部を改正する条例（公布の日から施行）
　町営三輪グラウンドの使用を月曜日も可能とするもの。

1億６１５５万円
福岡県麦 ・ 大豆生産技術向上事業

農業用機械 ・ 施設整備導入補助金

２７８０万円
農村環境整備事業

ため池土砂撤去等の測量設計委託

１６００万円
商工業振興事業事務

ちくぜん食の仕送り便事業補助金
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会
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時
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告・議
会
活
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一 

般
質
問

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
活

動
方
針
を
発
表
し
ま
す
。今
年

度
は
２
名
の
新
メ
ン
バ
ー
が
入

れ
替
わ
り
、協
力
し
合
い
、活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
定
例
委
員
会
で
今
年
度
の
活

動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。①

教
育
分
野
の
視
察
等
②
教
育
以

外
の
所
管
分
野
の
活
動
・
視
察

③
委
員
会
の
定
例
化
を
柱
に
活

動
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

一、前
期
の
活
動
と
し
て
町
内
３

校（
東
小
田・中
牟
田・三
輪
）の

各
小
学
校
を
教
育
委
員
会
と
訪

問
し（
６
月・７
月
）、授
業
参
観

等
を
行
い
ま
す
。ま
た
後
期
に
、

未
訪
問
の
学
校
の
視
察
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

二
、委
員
会
の
定
例
化

毎
月
の
委
員
会
で
は
各
委
員
よ

り
意
見
を
出
し
合
い
、教
育
現

場
以
外
の
問
題
点
等
を
洗
い
出

し
、課
題
等
を
分
析
し
、地
域
視

察
等
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
が
ち
、教
育
分
野
が
主

と
な
り
が
ち
で
す
が
、環
境・子

育
て・福
祉
等
、多
岐
に
わ
た
る

諸
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い・

持
続
的
に
研
究
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。

　「
課
題
は
現
状
に
あ
る
」を
念

頭
に
置
き
、訪
問
・
視
察
を
行

い
、着
実
に
一
歩
ず
つ
、前
進
を

す
る
事
が
出
来
る
様
に
委
員
の

力
を
結
集
し
、切
れ
目
の
な
い

活
動
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

令和７年６月定例会時に、議場において各委員会の委員長が活動報告をしました。
委員会の活動報告

総務建設常任委員会
委員長　柳  雅明

文教厚生常任委員会
委員長　河内 直子

議 決 結 果
議員名

令和６年度筑前町一般会計予算の繰越明許費の繰越
について
令和６年度筑前町工業用地造成事業特別会計予算の
繰越明許費の繰越について
筑前町体育施設設置条例の一部を改正する条例の制
定について

令和７年度筑前町一般会計補正予算（第１号）について

筑前町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制
定について

令和７年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）について

筑前町水道事業に係る布設工事監督者及び水道技術
管理者に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

令和７年度筑前町工業用地造成工事特別会計補正予
算（第１号）について

工事請負変更契約の締結について（四三嶋地区工業
用地造成工事（４－２工区））
工事請負変更契約の締結について（四三嶋地区工業
用地造成工事（４－３工区））

工事請負契約の締結について（東小田小学校南側校
舎外壁 ・ 屋上防水改修工事）
工事請負契約の締結について（中牟田小学校南側校
舎外壁 ・ 屋上防水改修工事）

筑前町副町長の選任につき同意を求めることにつ
いて

財産の取得について（給食調理室厨房機器等更新
事業）

工事請負契約の締結について（後田１号線道路改良
工事）

第２次筑前町総合計画後期基本計画の策定について

（反対討論）河内 ： 子育て支援の財源は税金から捻出すべきであり、医療保険
に上乗せすることはあってはならない。

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　
裕
明

河
内
　
直
子

山
本
　
久
矢

奥
村
　
忠
義

山
本
　
一
洋

柳
　
　
雅
明

石
橋
　
里
美

木
村
　
和
彦

原
田
　
　
宏

原
口
　
博
文

池
松
　
和
彦

原
田
　
邦
男

平
田
　
英
司

議長　石丸時次郎は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

区
分

審
議
結
果

条
例

報
告

令和7年 第2回定例会

報告のみ

報告のみ

報告のみ

議員名

専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前
町税条例の一部を改正する条例の制定について）

筑前町監査委員の選任につき同意を求めることにつ
いて

専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前
町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定
について）

筑前町特定教育 ・ 保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について
筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

（反対討論）河内 ： 国の制度とはいえ、物価高騰が長引く中での限度額の引き
上げは容認できない。

令和６年度筑前町下水道事業会計予算の繰越につ
いて

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　
裕
明

河
内
　
直
子

山
本
　
久
矢

奥
村
　
忠
義

山
本
　
一
洋

柳
　
　
雅
明

石
橋
　
里
美

木
村
　
和
彦

原
田
　
　
宏

原
口
　
博
文

池
松
　
和
彦

原
田
　
邦
男

平
田
　
英
司

区
分

審
議
結
果

承
認

可
決

補
正
予
算

可
決

可
決

そ
の
他

同
意

人
事

令和7年 第2回臨時会

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○

○○欠○○○○○○○○○○

○●欠○○○○○○○○○○

○○欠○○○○○○○○○○

○○欠○○○○○○○○○○

○○欠○○○○○○○○○○

専
決

可
決

条
例

同
意

人
事
報
告

　
新
し
く
総
務
建
設
常
任
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
決
定
い
た
し

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
２
年
間
、委

員
活
動
を
共
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
第一の
活
動
は
、令
和
５
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
、

多
面
的
機
能
支
払
制
度
に
お
け

る
長
寿
命
化
に
関
す
る
案
件
で

す
。各
、関
係
団
体
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も
と
に
、

要
点
を
ま
と
め
要
望
書
を
作
成

し
ま
し
た
。こ
の
要
望
案
件
を
、

実
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

手
続
き
の
方
法
を
決
定
し
、次

の
段
階
へ
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、令
和
７
年
度
か
ら
新

に
取
り
組
む
活
動
は
、町
道
に
つ

い
て
、さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
研

究
し
、提
言
と
い
う
形
に
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
で
の
検
証
、研
究
と

し
て
は
、主
に
１
級
、２
級
町
道

を
考
え
て
い
ま
す
が
、そ
の
他
町

道
に
関
し
て
も
、地
元
や
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
要
望
箇
所
な
ど

視
察
点
検
を
実
施
し
て
、考
察

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
人
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
の

は
道
で
す
。今
、こ
の
道
は
高
度

に
文
明
が
発
達
し
た
現
在
、そ

の
役
割
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、そ
こ
に
は
様
々
な

問
題
を
発
生
さ
せ
る
要
因
も
含

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、こ
の
道
が
町
づ
く
り

の
基
本
と
し
て
、環
境
が
良
く

生
活
し
や
す
い
町
で
あ
り
続
け

た
い
も
の
で
す
。
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議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
活

動
報
告
を
行
い
ま
す
。広
報
委
員

会
で
は
６
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、年

に
４
回
、議
会
広
報
紙「
う
ぐ
い

す
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。う
ぐ

い
す
75
号
で
は
、か
が
し
祭
り
で

の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
さ

ん
を
表
紙
と
し
、合
併
20
周
年
記

念
特
集
と
し
て
歴
代
議
長
経
験

者
の
方
の
文
章「
振
り
返
る
筑
前

町
議
会
」を
掲
載
し
ま
し
た
。う

ぐ
い
す
76
号
で
は
、模
擬
火
災
訓

練
時
の
消
防
団
活
動
を
表
紙
と

し
、議
会
の
新
体
制
の
紹
介
と
し

て
新
議
長
の
紹
介
、各
常
任
委
員

会・特
別
委
員
会
の
新
体
制
を
紹

介
し
ま
し
た
。ま
た「
議
会
活
動
」

と
し
て
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

に
よ
る
東
小
田
小
学
校・中
牟
田

小
学
校
の
新
校
舎
視
察
、高
校
生

議
会
に
向
け
た
意
見
交
換
会
の

模
様
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
草

場
川
桜
並
木
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
、上
高
場
藤
ま
つ
り
で
の
撮

影
を
行
う
等
、町
の
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。今
後

も
地
域
に
密
着
し
た
広
報
活
動

を
行
う
と
共
に
、広
報
誌
作
成
を

通
し
て
議
員
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の

取
り
組
み
も
行
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会

議会広報特別委員会
委員長　池松 和彦

議会の一般質問で「その後どうなった？」

主要施策の説明会（各常任委員会）

　
４
月
13
日
の
議
会
議
員
補
欠
選
挙
に

て
、選
出
さ
れ
ま
し
た
野
町
区
の

　
39
歳
の
時
脱
サ
ラ
を
し
、専
業
農
家

で
普
通
作
と
施
設
栽
培
で
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
先
代
先
輩
た
ち
が
守
っ
て
き
た
筑
前

町
の
自
然
豊
か
な
こ
の
地
を
守
り
後
世

に
繋
い
で
行
く
こ
と
が
私
達
の
使
命
だ

と
思
い
、食
育
を
通
じ
子
供
た
ち
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
と
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

61
歳
で
あ
り
ま
す
。

新
議
員
紹
介

平
田  

英
司

ひ
ら
た

え
い
じ

★コンビニ交付導入実現
  令和6年5月より住民票写し、印鑑登録証明書発行
　★帯状疱疹ワクチン接種助成を
  令和６年度助成 ・ ・ 3千円（生ワクチン）、1万円（不活化ワクチン）
　★聴覚機能低下の方へ軟骨伝導イヤホン導入を
　令和6年10月より窓口設置(本庁住民課、健康課、福祉課、税務課）

その後
どうなった？

　東小田小学校の児童の皆さん（87名）が６月24日
（火）に「生活科の町たんけん」の一環として、「筑前町
議会議場」の見学に来ました。
　議場内を案内し、「どんな仕事をしているのか？」
「どんなことを話し合っているのか？」等、たくさんの質
問ありがとうございました。
　議会が身近に感じられたのではないかと思います。

東小田小
学校２年

生のみな
さん

議場へよ
うこそ

議会活動
学校視察を行いました。（文教厚生常任委員会）

　文教厚生常任委員会では令和7年6月～7月に町内の東
小田小学校 ・ 中牟田小学校 ・ 三輪小学校の3校の訪問視察と
授業参観を教育委員会と実施しました。
　各小学校より学校の現状説明と授業実態を参観しました。
　　　（内容）　・ 各小学校の現状と課題
　　 　　　　　・ 各クラスの授業参観
　今年度1年間で残りの学校について訪問視察と参観を計
画しています。

　6月26日（木）、27日（金）の二日間にわたり各議員が総務建設常任委員会 ・ 文教厚生常任委員会
に分かれ令和7年度の町の主要施策について各課より説明を受け、一年間の町の重要なあり方
について熱心な討議を行いました。

中牟田小学校

三輪小学校 東小田小学校

総務建設常任委員会 文教厚生常任委員会
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様
々
な
山
の
問
題
で
誰
に

相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
。今
後
を
不
安
に
感
じ
て

い
る
方
に「
山
の
相
談
窓
口
」

を
設
置
で
き
な
い
か
。

農
林
商
工
課
長
　
現
状
、山

林
所
有
者
か
ら
の
相
談
は
、

来
庁
や
、電
話
で
対
応
し
て
い

る
。主
な
相
談
内
容
は
、所
有

林
の
位
置
や
相
続
・
売
買
に
つ

い
て
、今
後
の
山
林
の
維
持
に

つ
い
て
等
。町
と
し
て
も
森
林

整
備
を
推
進
し
、森
林
の
持
つ

多
面
的
機
能
の
回
復
や
維
持

向
上
を
目
指
し
て
い
る
。相
談

を
実
施
し
て
い
る
旨
の
周
知

を
、H
P
や
広
報
誌
に
て
定

期
的
に
発
信
し
て
行
き
た
い
。

「山の相談窓口」の設置を
現在、来庁や電話相談で対応

柳
　「
山
の
管
理
が
で
き
な

い
の
で
、ど
う
す
れ
ば
よ
い

で
す
か
」こ
の
相
談
が
き
っ
か

け
で
、質
問
の
構
想
が
で
き

て
い
っ
た
。植
林
し
た
樹
木
は

成
長
し
立
派
な
大
木
に
な
っ

て
い
る
。し
か
し
、林
道
は
な

く
、伐
採
用
の
道
を
新
た
に

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
型
機
械
や
車
両
が
通
れ
る

道
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
、木
材
単
価
が
安
価

な
た
め
、機
械
化
し
た
伐
採

方
法
で
な
け
れ
ば
利
益
が
出

な
い
。単
に
固
定
資
産
税
だ

け
を
払
う
だ
け
な
ら
売
却
し

て
し
ま
い
た
い
と
。

森
林
委
員
会
の

　
　
　　設
置
を
考
え
る

柳
　
山
林
の
売
買
は
、農
地

法
に
比
べ
て
規
制
が
厳
し
く

な
く
、指
定
区
域
を
除
き
、国

内
外
を
問
わ
ず
誰
で
も
購
入

で
き
る
環
境
が
あ
る
。行
政・

地
域
の
代
表
者
・
林
業
事
業

者
等
が
、将
来
の
森
林
の
在

り
方
を
考
え
、継
続
し
て
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
か
。

農
林
商
工
課
長
　
国
土
利
用

計
画
法
や
森
林
法
に
基
づ
く

手
続
き
を
行
っ
て
い
る
。県
は
、

林
地
開
発
許
可
や
事
前
協
議

が
必
要
。

　山
林
の
売
買
等
の
規
制
に

関
し
て
は「
農
地
法
」の
よ
う

な
厳
密
な
規
制
は
さ
れ
て
は

い
な
い
。

※一般質問に関する記事は質問者自身で作成しています。

発言の全内容（録画配信）は下記のＱＲコードからアクセスできます。

町政の が きたい！こ こ 聞
一般
質問

◆ 柳　　雅明 議員　　　　  Ｐ9
・ 「山の相談窓口」の設置を考える
・ 「森林委員会」の設置を考える
・ 「河川の除草作業」の現在
・ 「コスモスの種」配布

◆ 寺原　裕明 議員　　　　　Ｐ13
・ 町政に対する住民の意識向上を図る
　取り組みについて
・ 町職員が安心して働くことができる
　職場づくりについて

◆ 原田　　宏 議員　　　　　Ｐ14
・ 観光資源の整備について
・ 美しい町の景観形成について

◆ 河内　直子 議員　　　　　Ｐ15
・ 暮らしを守る取り組みについて◆ 石橋　里美 議員　　　　　Ｐ11

・ 高齢者等の健康寿命延伸のための
　取り組みについて

◆ 奥村　忠義 議員　　　　　Ｐ12
・ 住民の暮らしについて

◆ 平田　英司 議員　　　　　Ｐ10
・ 選挙投票率の低迷改善について
・ 筑前クロダマルの生産販売について
・ めくばーる学習館のピアノ利用について

６月議会定例会では、７名の議員が一般
質問を行い、町政全般の現状や方針に
ついて報告・説明を求めました。

6月定例会
ライブ配信アクセス数
371件

議会映像の
配信は
こちらから

令和７年９月定例会日程（予定）

9月5日（金）～9月19日（金）
9月9日（火）・10日（水）
9月16日（火）～18日（木）

一般質問
決算審査
特別委員会

一般質問通告書は、８月26日以降、ホームページで公
開する予定です。支所窓口や議会事務局でも配布し
ています。

※日程は変更になる場合があります

議 員

やなぎ まさ あき

柳  雅明

山
林
所
有
者
か
ら
の
相
談

柳
　
河
川
の
除
草
共
同
作
業

を
見
て
い
た
年
配
か
ら「
川

の
中
は
切
ら
ん
と
ね
」と
。

　
今
ま
で
当
た
り
前
に
実
施

し
て
い
た
も
の
が
、最
近
は

両
岸
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

　「
最
近
作
業
中
の
事
故
が

多
く
な
り
危
険
を
感
じ
た
ら

実
施
し
な
く
て
も
よ
い
と
聞

い
て
い
る
」と
答
え
た
。

建
設
課
長
　
安
全
な
作
業
を

お
願
い
し
て
い
る
。ま
た
災
害

防
止
の
た
め
に
、県
に
要
望
し

て
順
次
河
川
の
浚
渫
を
実
施

し
て
い
る
。

河
川
の
除
草
作
業

切れる部分の除草作業

し
ゅ
ん
せ
つ



10筑前議会だより（77号）筑前議会だより（77号）11

６
月
定
例
会

臨
時
会・請
願
審
査

議
決
結
果

委
員
会
報
告・議
会
活
動

一 

般
質
問

６
月
定
例
会

臨
時
会・請
願
審
査

議
決
結
果

委
員
会
報
告・議
会
活
動

一 

般
質
問

聴
覚
機
能
低
下
の

　
　
早
期
発
見
に
つ
い
て

老化に伴う聴覚機能低下の早期発見を
聞こえのセルフチェックシート等を研究していく

石
橋
　
本
町
に
お
け
る
高
齢

者
聴
力
検
査
の
状
況
は
。

健
康
課
長
　
現
状
、町
と
し
て

行
っ
て
い
な
い
。

石
橋
　
役
場
窓
口
に
設
置
し

て
い
る
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

の
使
用
状
況
は
。

健
康
課
長
　
健
康
課
・
福
祉

課
・
住
民
課
・
税
務
課
の
窓
口

に
設
置
。月
１
、２
回
の
利
用
。

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
対
策
に
つ
い
て

選
挙
投
票
率
の

　
　
低
迷
改
善
に
つ
い
て

石
橋
　
本
町
に
お
け
る
肺
炎

対
策
は
。

健
康
課
長
　65
歳
の
人
を
対

象
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

石
橋
　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
高

齢
者
の
方
に
感
染
の
リ
ス
ク

が
高
く
、高
齢
者
や
基
礎
疾

患
を
持
つ
方
は
重
症
化
し
や

す
い
。本
町
に
お
け
る
今
後
の

取
り
組
み
の
方
向
性
は
。

健
康
課
長
　新
型
コ
ロ
ナ
対
策

で
行
っ
て
き
た
手
洗
い
、マ
ス
ク

着
用
等
が
感
染
予
防
に
有
効

で
あ
る
。感
染
の
拡
大
状
況
を

把
握
し
な
が
ら
感
染
予
防
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

石
橋
　
高
齢
者
の
方
の
健
康

寿
命
を
延
伸
す
る
た
め
に

も
、Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
公
費
負
担
に
つ

い
て
の
所
見
は
。

町
長

　必
要
性
が
高
ま
っ
た

段
階
で
、町
村
会
等
を
通
じ
た

国
へ
の
要
望
活
動
に
繋
げ
て
い

く
。

石
橋
　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

や
聴
覚
機
能
低
下
チ
ェ
ッ
ク

を
体
感
で
き
る
取
り
組
み
を

実
施
で
き
な
い
か
。

健
康
課
長
　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ

ホ
ン
は
、窓
口
で
試
し
た
い
旨

を
伝
え
れ
ば
体
感
で
き
る
。ま

た
大
人
数
で
の
体
験
会
は
難

し
い
が
、少
人
数
で
の
要
望
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
。聴
覚
機

能
低
下
チ
ェッ
ク
は
、「
聞
こ
え

の
セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
シ
ー
ト
」等

を
研
究
す
る
。

石
橋
　
聴
覚
機
能
低
下
を
予

防
す
る
方
法
等
の
情
報
を
提

供
で
き
な
い
か
。

健
康
課
長
　
厚
生
労
働
省
の

H
P
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

リ
ン
ク
す
る
こ
と
等
に
よ
り

周
知
を
図
る
。

議 員

いし ばし さと み

石橋 里美

平
田
　
年
々
選
挙
投
票
率
は

低
下
し
、特
に
新
興
住
宅
地

域
若
年
層
が
低
い
よ
う
だ
が

対
策
は
。

総
務
課
長
　
選
挙
率
向
上
の

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、20
歳

の
集
い
で
の
啓
発
パ
ン
フ
配
付

18
歳
新
有
権
者
へ
の
啓
発
チ

ラ
シ
配
付
等
、啓
発
活
動
や

朝
倉
地
域
選
挙
管
理
委
員
会

協
議
会
で
、朝
倉
地
域
高
校

生
へ
の
主
権
者
教
育
を
行
っ
て

い
る
。

め
く
ば
ー
る
学
習
館
の

　
ピ
ア
ノ
利
用
に
つ
い
て

平
田
　
ピ
ア
ノ
の
使
用
料
金

が
、１
回
１
５
２
０
円
は
高
す

ぎ
る
の
で
は
。

生
涯
学
習
課
長

　ピ
ア
ノ
を

設
置
す
る
段
階
で
、購
入
費

用
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
等
を
考

慮
し
設
定
し
て
い
る
。

平
田
　
備
品
を
含
ん
だ
施
設

料
金
に
改
定
を
。

生
涯
学
習
課
長
　施
設
の
使

用
料
は
、令
和
９
年
の
使
用

料
の
改
定
協
議
の
際
に
再
度

検
討
す
る
。

平
田
　
Ｈ
Ｐ
に
て
予
約
状

況
、利
用
状
況
、料
金
等
の
開

示
を
。

生
涯
学
習
課
長
　H
P
か
ら

も
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

で
確
認
で
き
る
。

筑
前
ク
ロ
ダ
マ
ル
生
産

　
　
　
　
販
売
に
つ
い
て

平
田
　
年
々
生
産
面
積
、生

産
数
量
、生
産
者
共
低
下
傾

向
で
あ
る
、今
後
の
方
向
性

は
。

町
長
　
知
名
度
も
上
が
っ
て
き

た
筑
前
ク
ロ
ダ
マ
ル
を
加
工

し
、地
域
の
活
性
化
の
た
め
活

用
し
、６
次
化
を
進
め
る
。

平
田
　
選
挙
投
票
に
よ
る
ポ

イ
ン
ト
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度

を
導
入
し
投
票
率
の
向
上
を

図
る
べ
き
で
は
。

総
務
課
長
　
本
町
で
も
可
能

な
の
か
、効
果
が
で
る
の
か
、財

政
面
・
組
織
体
制
面
な
ど
を

含
め
て
、今
後
十
分
検
討
し
投

票
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
模
索
し
て
行
く
。

平
田
　
現
在
の
取
り
組
販
売

促
進
に
つ
い
て
。

農
林
商
工
課
長
　
Ｈ
Ｐ
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
、メ
ディ
ア
等
を
活
用

し
た
情
報
発
信
、ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
金
で
の
取
り
扱
い
、

成
人
式
や
卒
業
式
で
の
煎
り

豆
配
布
、み
な
み
の
里
や
商

工
会
と
連
携
し
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。今
後
、県
が

実
施
し
て
い
る
６
次
化
や
農

商
工
連
携
の
支
援
事
業
等
を

活
用
し
た
販
路
の
開
拓
や
商

品
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
く
事
を

検
討
す
る
。

町
長

　ブ
ラ
ン
ド
化
を
単
品

で
進
め
る
の
で
は
な
く
、筑
前

町
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
み
な
み

の
里
で
販
売
す
る
す
べ
て
の
品

は
、新
鮮
で
安
全
で
安
い
ブ
ラ

ン
ド
と
し
、筑
前
町
の
農
業
全

般
が
、さ
ら
に
活
性
化
し
て
い

く
一つ
の
手
法
で
あ
る
。

軟骨伝導イヤホン

議 員

ひら た えい じ

平田 英司選挙投票率の低迷改善を
投票率向上に向けた取り組みを模索する

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症…

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

呼
吸
器
感
染
症
。
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６
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告・議
会
活
動

一 

般
質
問

奥
村
　
こ
ど
も
食
堂
や
、こ

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
継

続
し
て
行
く
に
は
、町
の
理
解

と
支
援
が
必
要
不
可
欠
で

は
。

こ
ど
も
課
長
　
筑
前
町
こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に

お
い
て
、こ
ど
も
食
堂
への
支
援

を
位
置
づ
け
、補
助
金
に
よ
る

運
営
支
援
を
計
画
し
て
い
る
。

奥
村
　
自
然
災
害
等
の
緊
急

時
に
食
事
を
提
供
で
き
る
団

体
と
し
て
、こ
ど
も
食
堂
を

活
用
で
き
る
の
で
は
。

こ
ど
も
課
長
　
日
常
的
に
地

域
と
つ
な
がっ
て
い
る
点
、大
量

調
理
を
行
っ
て
い
る
点
か
ら
、

平
常
時
の
活
動
が
非
常
時
の

助
け
合
い
の
基
盤
に
な
る
。

町
長
　
行
政
と
民
間
の
共
助

で
や
る
の
が
相
応
し
い
。補
正

予
算
で
計
上
し
て
い
る
。

総
務
課
長
　
深
夜
ま
で
に
及

ぶ
開
票
速
報
は
睡
眠
を
妨
げ

る
等
の
ク
レ
ー
ム
が
多
く
、受

信
機
の
電
源
を
切
る
、受
信

機
は
不
要
な
ど
と
いっ
た
こ
と

に
つ
な
が
り
防
災
を
目
的
と

し
た
、本
来
の
設
置
目
的
か
ら

外
れ
る
。今
後
に
つ
い
て
も
町

H
P
・
ラ
イ
ン
・
開
票
所
で
の

公
表
を
活
用
し
た
開
票
速
報

で
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
食
堂
に
支
援
を

奥
村
　
今
回
の
町
長
選
挙
及

び
町
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

の
結
果
を
、防
災
行
政
無
線

で
の
速
報
が
な
か
っ
た
が
。

選
挙
速
報
に
つ
い
て

奥
村
　
古
着
や
毛
布
等
の
処

分
、ま
た
、樹
木
の
剪
定
を

行
っ
た
と
き
に
袋
が
小
さ
い

の
で
、枝
木
を
細
か
く
切
ら

な
い
と
い
け
な
い
、面
倒
で

あ
る
。

環
境
防
災
課
長
　
剪
定
枝
等

の
ゴ
ミ
出
し
に
つ
い
て
、手
間
が

か
か
る
こ
と
は
十
分
理
解
し
て

い
る
。今
後
、調
査
研
究
す
る
。

特
大
の
ご
み
袋
が
必
要

奥
村
　
福
銀
裏
の
駐
車
場
は

常
に
満
車
状
態
だ
が
、把
握

し
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長
　
一
部
の
方
が
常

時
駐
車
し
て
あ
る
よ
う
だ
が
、

全
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。利

用
の
際
の
注
意
喚
起
は
行
っ

て
い
る
。

奥
村
　
公
共
施
設
な
の
で
、

長
時
間
の
駐
車
に
対
し
て

は
、注
意
喚
起
を
促
し
て
は
。

財
政
課
長
　
特
定
の
利
用
者

に
偏
る
こ
と
な
く
、ま
た
、住

民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
く
。

駐
車
場
の
管
理
は

今
回
の
選
挙
結
果
に

　つ
い
て
の

　
　
　分
析
と
課
題
は

全員集合

こども食堂に補助金を
運営支援を計画している

寺
原
　
今
回
の
選
挙
で
、若

年
層
の
投
票
率
の
低
さ
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
が
、そ
の
他
の

分
析
結
果
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

総
務
課
長
　
新
し
い
住
宅
が

増
え
て
い
る
地
域
を
含
ん
で
い

る
投
票
区
の
投
票
率
が
低
い
傾

向
に
あ
る
。情
報
発
信
を
含
め

た
広
報
や
啓
発
活
動
を
さ
ら

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

寺
原
　
今
回
の
選
挙
に
つ
い

て
、町
長
の
見
解
を
。

町
長
　
16
年
前
の
選
挙
は
地

域
性（
夜
須
地
区
、三
輪
地
区
）

が
あ
り
、住
民
が
危
機
感
を

持
っ
て
投
票
に
行
か
れ
た
と
思

う
。今
、都
市
部
の
投
票
率
は

低
く
、筑
前
町
も
都
市
化
の
傾

向
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
が
、投
票
率
の
低
さ
の一
因
で

あ
る
と
思
う
。
　
　

　町
主
導
の
公
開
討
論
会
は
、

現
役
が
優
先
さ
れ
や
す
い
の
で

控
え
な
が
ら
も
、投
票
率
ア
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、今
後
何
ら
か
の

方
策
を
採
る
べ
き
と
考
え
る
。

職員のハラスメント防止対策は
ハラスメント研修で職場環境の改善を図る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
の

　
　
　
　
　現
状
と
課
題
は

議 員

ただおく よしむら

奥村 忠義

行
政
区
へ
の
入
会
を
推
進

す
べ
き
で
は

そ
の
他
の
質
問

議 員

てら はら ひろ あき

寺原 裕明

寺
原
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
の

研
修
状
況
と
課
題
は
。

総
務
課
長
　
令
和
７
年
２
月

に
、町
三
役
と
管
理
職
及
び
全

職
員
と
会
計
年
度
職
員
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
行
な
っ

た
。日
頃
か
ら
職
員
同
士
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
と
る
こ
と

が
良
好
な
職
場
環
境
、円
滑
な

業
務
運
営
に
大
切
で
あ
り
、ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
向
け
て
、

重
要
な
一つ
で
あ
り
課
題
で
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

寺
原
　
現
行
の
町
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
規
程
で
は
、議
員
に
よ

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
は

で
き
な
い
と
思
う
が
、ど
う

か
。

総
務
課
長
　現
行
の
規
程
は
、

特
別
職
や
議
員
が
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
加
害
者
で
あ
る
想
定
に

は
な
っ
て
い
な
い
の
で
、研
究
、

検
討
、協
議
を
要
す
る
課
題
で

あ
る
。

寺
原
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
議
会
で
も
論
議
し
、ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て
、町
長

の
見
解
を
。

町
長
　
我
が
町
は
、人
権
教
育

の
成
果
と
し
て
、電
話
対
応
で

も
、「
そ
の
発
言
は
お
か
し
い
」

と
言
え
る
職
員
が
育
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。人
権
教
育
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
こ
と
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
も
な
り

得
る
と
考
え
る
。

寺
原
　
町
執
行
部
と
議
会
が

同
じ
思
い
を
持
っ
て
、ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。
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６
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願
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委
員
会
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告・議
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告・議
会
活
動

一 

般
質
問

原
田
　
草
場
川
の
桜
並
木
は

知
名
度
が
上
が
り
、観
光
名

所
と
し
て「
お
も
て
な
し
」の

観
点
か
ら
の
認
識
を
伺
い
た

い
。

企
画
課
長
　
草
場
川
の
桜
並

木
は
当
町
の
目
指
す「
と
か
い

な
か
」の
一つ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

り
、保
全
し
続
け
る
こ
と
が
持

続
可
能
な
観
光
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

原
田
　
観
覧
に
来
ら
れ
た
方

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、そ

の
結
果
を
伝
え
ま
す
。

　
総
評
は
非
常
に
桜
が
綺
麗

で
、近
隣
に
な
い
菜
の
花
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
素
晴
ら
し

く
、来
年
も
訪
れ
ま
す
。

「
要
望
と
し
て
」

・
観
覧
途
中
の
休
憩
場
所
が

欲
し
い
。

・
川
の
中
の
草
が
茂
り
、せ
っ

か
く
の
桜
の
美
し
さ
が
半
減

す
る
。

都
市
計
画
課
長
　
地
域
住
民

に
と
っ
て
、多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
す
も
の
と
認
識
し
て
い

る
が
、現
在
は
、河
川
法
等
の

制
限
が
あ
り
、河
川
の
安
全
確

保
を
最
優
先
と
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
現
状
で
は
厳
し
い
。

建
設
課
長
　
草
場
川
に
つ
い
て

は
、地
元
行
政
区
よ
り
要
望
が

あ
り
、県
に
要
望
書
を
提
出
し

て
い
る
。又
、地
元
久
光
、上
高

場
に
河
川
愛
護
活
動
を
お
願

い
し
て
い
る
。

町
長
　
草
場
川
の
桜
並
木
は

川
の
蛇
行
が
自
然
系
で
残
り
、

菜
の
花
が
咲
き
、周
辺
に
は
麦

畑
が
広
が
る
調
和
が
魅
力
な

場
所
で
ま
さ
に
田
舎
の
雰
囲

気
を
醸
し
出
す
ス
ポ
ッ
ト
で
も

あ
り
、今
の
形
を
残
し
名
所
と

し
て
育
て
る
事
が
大
事
と
思
っ

て
い
る
。

企
画
課
長
　
本
事
業
は
祭
り

の
時
期
に
来
場
者
の
方
を
お

迎
え
す
る
お
も
て
な
し
の
心

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
で
環
境

美
化
の
高
揚
に
大
き
く
寄
与

し
た
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

町
長
　
コ
ス
モ
ス
の
花
言
葉
が

「
調
和
」で
あ
り
、旧
夜
須
町
の

花
が「
コ
ス
モ
ス
」で
空
地
、田

ん
ぼ
等
に
ま
か
れ
た
の
が
始

ま
り
、町
内
に
広
が
っ
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。昨
今
、コ
ス
モ

ス
も
色
合
い
が
薄
れ
て
お
り
、

他
の
花
等
に
移
行
す
る
時
期

と
い
う
思
い
で
今
回
事
業
終
了

と
し
た
。さ
ら
な
る
魅
力
の
あ

る
地
域
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

原
田
　
長
年
活
動
の「
花
い
っ

ぱ
い
運
動（
コ
ス
モ
ス
の
種

配
布
）」は
休
止
と
な
り
、そ

れ
に
代
わ
る
事
業
の
考
え

は
。 花

い
っ
ぱ
い
運
動
の
休
止 草場川の桜並木

草場川の整備と景観育成を
観光スポットとして維持

河
内
　
空
調
設
備
臨
時
特
例

交
付
金
の
補
助
金
助
成
が
、

市
町
村
長
会
等
の
働
き
か
け

に
よ
り
、令
和
15
年
度
ま
で
延

長
さ
れ
た
と
は
い
え
、近
年
の

地
球
温
暖
化
に
よ
り
、年
々
気

温
は
上
昇
し
て
い
る
。早
急
な

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る

が
。

環
境
防
災
課
長
　
教
育
課
が
、

実
施
設
計
の
委
託
を
行
っ
て
お

り
、次
年
度
か
ら
随
時
工
事
の

計
画
を
し
て
い
る
。環
境
防
災

課
と
し
て
は
、様
々
な
企
業
と

協
定
等
を
結
ん
で
い
る
の
で
、

万
が
一
の
場
合
に
は
、住
環
境

改
善
に
向
け
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

河
内
　
子
ど
も
達
の
体
育
の

授
業
も
屋
外
で
は
熱
中
症
の

危
険
が
あ
り
、屋
内
の
授
業
に

な
る
と
思
わ
れ
る
が
、屋
根
が

あ
る
分
、直
射
日
光
は
避
け
ら

れ
る
が
、室
内
の
気
温
も
相
当

高
く
な
る
。子
ど
も
達
の
命
と

健
康
を
守
る
上
で
も
早
急
な

取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

町
長
　
体
育
館
の
空
調
は
防

災
も
か
ね
て
、子
ど
も
達
の
教

育
も
兼
ね
て
、地
域
住
民
の
、

活
動
の
拠
点
と
し
て
も
、必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

体育館の空調設備の早期実現を
体育館の空調は必要。積極的に進めていきたい

体
育
館
の
空
調
設
備
は

　
　
　
　
　
　　早
急
に

河
内
　
公
共
を
主
に
担
う
の

は
国
・
自
治
体
の
公
務
員
労

働
者
だ
が
、日
本
の
公
務
員
人

件
費
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で

18
年
連
続
最
低
。能
登
半
島

地
震
で
イ
ン
フ
ラ
復
旧
が
遅

れ
て
い
る
原
因
に
、公
務
員
不

足
が
あ
る
。平
時
か
ら
を
尋

ね
る
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え

る
、公
務
員
が
少
な
過
ぎ
る
の

で
は
な
い
か
。

町
長

　公
務
員
が
多
い
こ
と

だ
け
が
、よ
り
公
共
の
福
祉
に

合
致
す
る
と
は
い
え
な
い
。財

政
が
厳
し
く
な
れ
ば
そ
の
分

だ
け
、一
般
的
な
公
共
事
業
を

縮
小
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

要
は
人
員
管
理
等
、公
共
事

業
と
の
バ
ラ
ン
ス
だ
と
考
え
て

い
る
。

河
内
　
一般
公
共
サ
ー
ビ
ス
、

社
会
保
障
、教
育
文
化
と
い

う
公
共
に
対
し
て
の
公
的
支

出
に
つ
い
て
、日
本
は
フ
ラ
ン

ス
の
67
％
し
か
な
い
。日
本
の

公
共
は
労
働
者
の
賃
金
依
存

度
を
含
め
た
、誰
も
が
人
間

ら
し
い
生
活
を
目
指
し
て
い

く
も
の
で
は
な
い
か
。

町
長

　経
済
社
会
の
考
え
方

だ
ろ
う
と
思
う
が
、人
口
が
減

少
し
て
い
る
地
域
を
見
て
い
く

と
ま
す
ま
す
行
政
の
公
的
な
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。国
の

方
も
い
ろ
い
ろ
な
仕
掛
け
が
あ

る
よ
う
な
の
で
、そ
の
方
も
見

極
め
な
が
ら
、現
実
に
沿
っ
た

形
で
進
め
て
い
き
た
い
。

河
内
　
こ
の
18
年
間
で
非
正

規
公
務
員
は
28
万
人
も
増
加

し
た
。そ
の
約
８
割
が
女
性

だ
。自
治
労
連
の
実
態
調
査

に
よ
る
と
、会
計
年
度
任
用

職
員
の
55・４
％
が
年
収
２
０

０
万
円
以
下
で
、約
８
割
が
失

業
へ
の
不
安
を
感
じ
て
お
り
、

地
方
自
治
体
自
ら
が
貧
困
と

女
性
差
別
を
拡
大
し
て
い
る
。

公
共
の
再
生
に
あ
た
っ
て
は
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
解

消
が
必
須
と
考
え
る
が
。

町
長
　ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
問

題
は
極
め
て
深
刻
。格
差
社
会

が
現
実
的
に
起
こ
り
得
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。会
計
年
度
任
用

職
員
の
待
遇
改
善
は
、今
後
も

進
め
ら
れ
て
い
く
と
思
う
。充
分

財
政
事
情
等
を
勘
案
し
な
が

ら
も
、対
応
し
て
い
き
た
い
。

暮
ら
し
を
改
善
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　公
共
の
再
生
を

草
場
川
桜
並
木
の

　
　
　
　
　観
光
認
識
は

議 員

はら だ ひろし

原田  宏
議 員

なおか わ ち こ

河内 直子
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下
が
る
こ
と
を
知
ら
な
い
昨
今
の
物

価
高
騰
・
・
。中
で
も
主
食
で
あ
る
米
の

価
格
は
昨
年
の
約
倍
以
上
と
い
う
状
況

で
、国
民
生
活
に
大
き
な
負
担
と
不
安

を
与
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、今
年
も
田
植
え

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、将
来
を
案
じ
な
が

ら
も
無
事
田
植
え
を
終
え
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
筑
前
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
。農

業
は「
生
命
」を
育
む
産
業
。そ
の
価

値
を
高
め
、今
年
も
豊
作
を
願
い
、誇

り
を
も
っ
て
汗
を
流
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
原
田
　
邦
男
）

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
　
　
長

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

石
丸
時
次
郎

池
松
　
和
彦

原
田
　
邦
男

平
田
　
英
司

原
口
　
博
文

原
田
　
　
宏

石
橋
　
里
美

　表紙は筑前町野町にある（学校法人）三輪学園　みなみ幼稚園の年長児61名と先生・保護者が
参加して、毎年行っている田植えの風景です。今年は6月25日（水）小雨の中で行いました。
　「みなみ幼稚園」は筑前町野町にあり、73年の歴史があり、現在の園児数は187名の幼稚園です。
2003年から毎年田植えを行っており、田んぼを飯田さん（高上）→上田さん（高上）→堤さん（野町）
と提供いただき、園児たちはどろんこになりながら、一生懸命に稲苗を植え、たくさんのお米がなり
ます様にと、願いながら植えました。10月頃には稲刈りをみんなで行います。
　また、別に料理研究家、鬼塚先生の指導でお味噌作りも行っています。毎年度末の昼食会（みんな
で同じものを食べる機会）で一生懸命つくったお米をおにぎりとお味噌汁でいただく楽しい昼食会
となっています。
　みなみ幼稚園の一つの特色として毎日おうちの方に作っていただくお弁当があります。おうちの
方は大変ですが幼稚園に居ながらおうちの温もりを感じられる、子どもたちを支える大切なものだ
と考えられています。
　みなみ幼稚園のモットーは①人の喜びを共に喜ぶ心②人の悲しみを共に悲しむ心③人の苦しみ
を助けようとする心です。

渡邉  如心 園長先生
わたなべ さとる

編
集

後
記

「
高
校
生
の

  

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」

  

を
開
催

日　
時
：
八
月
十 

一 

日（
月
） ９
時
〜

場　
所
：
筑
前
町
議
会
議
場（
本
庁
３
階
）

参
加
者
：
現
役
高
校
生 ・ 

町
議
会
議
員

内　
容
：
ま
ち
づ
く
り ・ 

政
治 ・ 

教
育
等

　
　
　
　
の
意
見
発
表

　
今
回
若
者
と
の
意
見
交
流
の
機
会
と

し
て
、現
役
高
校
生
が
筑
前
町
の
ま
ち
づ

く
り ・ 

政
治 ・ 

教
育 ・ 

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
等

に
つ
い
て
、議
員
参
加
の
も
と
議
会
議
場

で
意
見
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
時
代
を
担
う
若
者
の
意
見
を
聞
き
に

議
会
傍
聴
へ
来
ま
せ
ん
か
。

い
の
ち

堤  善幸 様（田んぼ提供）
つつみ よしゆき




